
 

平成２６年度 三重県教育改革推進会議 第１回第２部会 事項書 

 
日時：平成２６年１０月２７日（月） 

１３：３０～１６：００ 

場所：プラザ洞津「末広の間」 

 

 

 

１ 挨拶 

 

 

 

 

２ 次期三重県教育ビジョン（仮称）の施策について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜配付資料＞ 

 資料１   第３回三重県教育改革推進会議（１０月２日）意見概要 

 資料２   三重県教育改革推進会議 審議スケジュール 

資料３   次期三重県教育ビジョン（仮称）の審議にかかる施策シート 

 参考資料  改訂版データ集（教育を取り巻く環境と子どもたちの姿） 
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第３回三重県教育改革推進会議（１０月２日）の意見概要 

 

１ 基本理念（「三重の教育宣言」）について  

○  教育宣言の結びについて「育てます」よりも「育みます」の方が適切で

はないか。 

○ 宣言する主体である「私たち」を県民全体と定義しているが、大人だけ

を指すのか、それとも子どもも含めた全ての県民を指すのか、「県民」の定

義を明確にする必要がある。それによって教育宣言の結びを「育てます」

にするか「育みます」にするかも決まってくる。 

○ 「三重の教育宣言」の内容を支持したい。子どもたちも読めるように難

しい漢字を使わないような配慮も必要ではないか。 

○ 「健やかな体」という表現については、障がいのある方もいるので、誤

解を与えないよう十分配慮する必要がある。 

○ 個々に応じた健やかさがあり、障がいがあってもその人なりに努力して

いくことを「健やか」と捉えればよいのではないか。 

○ 教育宣言の中に「教職員がやりがいを持って子どもたちと向き合える環

境を創ります」とあるのは違和感がある。 

○ 教職員が元気でなければ、子どもも元気にならないため、教職員の支援

を宣言することは、必要なことである。 

 

２ 施策、重点取組方針（仮称）について 

○ 三重の学力について危機感を持っている。これまでの取組の効果が現れ

ないことについて、学校現場はしっかりと見つめ直す必要がある。 

○ 学力向上について企業も含めた県民総参加の機運をさらに盛り上げるべ

きはないか。また、学力の向上につながる明確な目標を設定して取り組む

べきである。 

○ 県全体としては経済力が高いにもかかわらず、学力が低いことについて、

皆が危機感を持つべきである。また、三重県は通塾率が高いにもかかわら

ず学力が低いのは塾等にまかせきりにしている保護者にも責任があるので

はないか。 

○ 重点取組方針（仮称）の項目名については、何に注力するのかを考えた

うえで名称を検討してはどうか。 

○ 重点取組方針（仮称）に「グローカル人材の育成」とあるが、「グローカ

ル」という言葉は、認知度が低いため、ビジョンの中で使うのは慎重であ

るべきではないか。 

 

資料１ 
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三重県教育改革推進会議 審議スケジュール 
■平成 26 年度 

第１部会 第２部会 

【11/5】 

○施策の検討 

「学力の育成」 

「外国人児童生徒の教育の充実」 

「グローバル人材の育成」 

「キャリア教育の充実」 

「情報教育の推進とＩＣＴの活用」 

「幼児教育の充実」 

「教職員の資質向上とコンプライアンスの

推進」 

「教職員が働きやすい環境づくり」 

【10/27】  

○施策の検討 

「特別支援教育の推進」 

「文化芸術活動・読書活動の推進」 

「郷土教育の推進」 

「体力の向上と学校スポーツの推進」 

「防災教育・防災対策の推進」 

「子どもたちの安全・安心の確保」 

「いじめや暴力のない学校づくり」 

「学びのセーフティネットの構築」 

【1/16】 

○重点取組方針の検討 

「学力の向上」 

「グローカル人材の育成」 

○施策の検討 

「学校の特色化・魅力化」 

「開かれた学校づくり」 

「学校施設の充実」 

「家庭の教育力の向上」 

「地域の教育力の向上と社会教育の 

推進」 

「文化財の保護・継承・活用」 

【1/15】 

○重点取組方針の検討 

「特別支援教育の推進」 

「学校スポーツの充実」 

「誰もが安心できる学び場づくり」 

○施策の検討 

「人権教育の推進」 

「道徳教育の推進」 

「環境教育の推進」 

「健康教育の推進」 

「食育の推進」 

「居心地の良い集団づくり（不登校等 

児童生徒への支援）」 

「高校生の学びの継続（中途退学への 

対応）」 
※「三重県特別支援教育推進基本計画 

（仮称）」最終案の検討 

全体会 【2/4】 

○次期三重県教育ビジョン（仮称）の骨格案について 

（基本理念、重点取組方針、基本施策･個別施策） 

※「三重県特別支援教育総合推進基本計画（仮称）の最終案について 

 

■平成 27 年度（予定） 

第１部会・第２部会 【4～5 月頃】  ※1～2 回程度 

○施策の検討 (想定される取組、施策目標について) 

○重点取組方針（仮称）の検討 

全体会 【6～7 月頃】  ※2 回程度 

○中間案の検討 

 

○中間案パブリックコメント実施 （10月頃） 

○最終案の検討 （全体会開催 11～12月頃） 

○ビジョン決定 （3月） 

資料２ 

 



 

 

 

 

 

 

次期三重県教育ビジョン（仮称）の審議にかかる 

施策シート 

（第１回第２部会審議分） 

 

 

 

 

「文化芸術活動・読書活動の推進」 ................. 2 

「郷土教育の推進」 ............................... 4 

「体力の向上と学校スポーツの推進」 ............... 6 

「防災教育・防災対策の推進」 ..................... 8 

「子どもたちの安全・安心の確保」 ................ 10 

「いじめや暴力のない学校づくり」 ................ 12 

「学びのセーフティネットの構築」 ................ 14 

（「特別支援教育の推進」） ............................ 20 

 

 

 

資料３ 



【参考】次期三重県教育ビジョン（仮称）の構成 

 

第１章 基本的事項 

第２章 総論 

１ 教育を取り巻く社会の変化 

２ 本県の子どもたちと教育環境の現状 

３ 基本理念（「三重の教育宣言（仮称）」） 

４ 重点取組方針（仮称） 

①学力の向上       ②学校スポーツの充実    ③グローカル人材の育成 

④特別支援教育の推進 ⑤誰もが安心できる学び場づくり 

５ 基本施策 

第３章 各論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 ビジョンの実現に向けて 

 

第２部会で審議して

いただく施策及び重

点取組方針（仮称）

に網掛け 

今回審議していただ

く施策に★印 

基本施策 施策

学力の育成

特別支援教育の推進

外国人児童生徒教育の充実

グローバル人材の育成

キャリア教育の充実

情報教育の推進とＩＣＴの活用

幼児教育の充実

人権教育の推進

道徳教育の推進

環境教育の推進

文化芸術活動・読書活動の推進 ★

郷土教育の推進 ★

健康教育の推進

食育の推進

体力の向上と学校スポーツの推進 ★

防災教育・防災対策の推進 ★

子どもたちの安全・安心の確保 ★

いじめや暴力のない学校づくり ★

居心地の良い集団づくり（不登校児童生徒への支援）

高校生の学びの継続（中途退学への対応）

学びのセーフティネットの構築 ★

教職員の資質向上とコンプライアンスの推進

教職員が働きやすい環境づくり

学校の特色化・魅力化

開かれた学校づくり

学校施設の充実

家庭の教育力の向上

地域の教育力の向上と社会教育の推進

文化財の保存・継承・活用

※施策の順番については仮置き

合計 ２９施策

５ 信頼される学校づくり
（５施策）

６ 多様な主体による教育の
推進と文化財の保護
（３施策）

１ 確かな学力と社会への
参画力の育成
（７施策）

２ 豊かな心の育成
（５施策）

３ 健やかな体の育成
（３施策）

４ 安全で安心な教育環境
づくり
（６施策）
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【この施策の論点】 

（論点１）子どもたちに、文化芸術に親しむ態度や意欲を育むために、地域や関

係機関等と連携したどのような取組があるか。 

  

（論点２）読書活動を家庭や地域と連携して取組を推進するための方策はどうあ

るべきか。 
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【この施策の論点】 

（論点）子どもたちが豊かな心をもち、郷土を知り、郷土を愛し、三重県につい

て自信をもって語ることができる力を身につけるため、どのような取組が

あるか。 
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【この施策の論点】 

（論点１）子どもたちの体力の向上を図るために、どのようにして運動する習慣

を子どもたちに身につけさせればよいか。 

 

（論点２）運動部活動を活性化させるために、どのような方針で取り組むべきか？ 
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【この施策の論点】 

（論点）防災教育について、学校の主体的な取組を推進していく上で、付け加え

ていくべき取組はあるか。 

  （現状の取組） 

・教職員の意識や知識、指導力向上のための研修 

・防災学習用教材の充実 

・防災学習支援のための職員派遣 















課程別奨学金貸与者数の推移

(単位：人)

全日制 定時制 通信制 高等専門学校

平成14年度 463 443 11 3 6

平成15年度 754 708 19 8 19

平成16年度 936 860 27 16 33

平成17年度 1,105 994 38 21 52

平成18年度 1,271 1,156 32 18 65

平成19年度 1,434 1,304 34 28 68

平成20年度 1,360 1,222 37 34 67

平成21年度 1,461 1,278 41 64 78

平成22年度 1,527 1,333 38 69 87

平成23年度 1,440 1,245 35 76 84

平成24年度 1,345 1,209 30 23 83

平成25年度 1,275 1,137 38 21 79

総貸与者
内訳
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貸与額推移

(単位：千円)

国公立 私立

平成14年度 103,776 86,966 16,810

平成15年度 181,601 142,091 39,510

平成16年度 228,269 169,179 59,090

平成17年度 295,249 208,334 86,915

平成18年度 335,348 235,868 99,480

平成19年度 375,004 260,314 114,690

平成20年度 363,319 248,399 114,920

平成21年度 400,172 264,282 135,890

平成22年度 412,598 273,138 139,460

平成23年度 398,311 260,696 137,615

平成24年度 381,007 240,542 140,465

平成25年度 366,417 230,992 135,425

貸与額構成比率推移

(単位：％)

国公立 私立

平成14年度 84 16

平成15年度 78 22

平成16年度 74 26

平成17年度 71 29

平成18年度 70 30

平成19年度 69 31

平成20年度 68 32

平成21年度 66 34

平成22年度 66 34

平成23年度 65 35

平成24年度 63 37

平成25年度 63 37

貸与総額
内訳
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